
№ 事業名 貢献度優先度 総合評価 総合評価の考え方 改善点

1 勤労・就業支援事業 C C 市：現状維持 現状のとおり、実施すること。 現状のとおり、実施する。

2 ふるさと就職促進事業 B B 市：現状維持
地元就職・ＵＪＩターンの就職の促進の上で、貢
献度、優先度ともに高い事業である。今後とも制
度のＰＲに努め、地元就職を推進すること。

現状のとおり、実施する。

3 人材育成支援事業 B C 市：業務改善
地域の主要産業の人材確保を促進するため、補
助対象の研修項目と資格項目の見直しを行い、
市内労働者等の能力向上に努めること。

資格試験に係る補助率の見直し（3年後めど）及
び対象事業の拡充

4
見本市等出展促進事
業

C A 市：拡大・拡充
見本市等出展による効果を検証し、経済効果が
あがるような制度の見直しを行うこと。

同一業者への補助金支出を３回までとし、国外
枠を新たに設け補助額を50万とする。また、経済
効果を検証し、3年ごとに経済情勢や制度利用
の状況を勘案して制度を見直す。

5
商店街等活性化イベ
ント助成事業

C C 市：業務改善
ロの字商店街全体の活性化に向けて、商業者と
協議を進めること。

　商店の売り上げにつながるイベントになるような
内容に補助金を受けている団体と協議する。

6
中心商店街等活性化
事業

D D 市：統合・縮小
青海通り線商店街整備については、青海通り線
商店街整備事業に分割する。空き店舗対策に
ついては、ビジネスチャレンジ事業に統合する。

空き店舗対策については、創業支援事業が認
められ廃止する。

7 農業資金貸付事業 D D 市：統合・縮小
スーパーＭ（制度資金助成事業）や県の近代化
資金など他の有利な資金があり、事業を縮小す
る。

スーパーＬ資金の5年間実質無利子措置により、
19年度以降、市近代化資金の貸付け実績がな
いが、無利子措置の継続見通しが不透明であ
り、県近代化資金より有利な貸付事業として継続
が必要。

8
内水面漁業資源放流
事業

D D 市：業務改善 補助対象基準の見直しを行うこと。
補助基準の統一を図るため、３漁協と調整を行
う。

9 畜産振興事業 D E 市：業務改善
畜産農家支援事業補助金は廃止し、新たな支
援策を検討すること。

次のとおり新たな支援策に改める。口蹄疫や鳥
インフルエンザなどの伝染病予防対策として全
畜産農家が実施する衛生対策費用（予防接種、
畜舎消毒等）に対して助成を行う。ただし、事業
名は継続する。

10 林業振興事業 C C 市：業務改善
民有林整備の推進に向け、事業内容の見直しを
行うこと。

森林施業受託資金利子補給　23年度で廃止

11
農作物有害鳥獣対策
事業

B B 市：業務改善
効果的な手法を検討しながら、事業を実施する
こと。

国、県の補助事業を有効に活用する中で、地域
の実情に合った効果的な対策を取り入れながら
事業に取組む。

12 水産業振興事業 D D 市：休止・廃止
平成２４年度までの期限付き事業であり、事業を
廃止する。

平成２４年度までの事業であり、２５年で廃止す
る。

13
農地・水環境保全向
上対策事業

市：現状維持
義務的経費であるので、貢献度、優先度評価は
行わない。平成24年度以降の国の動向を把握
すること。

国の動向を見ながらも、対象地域等の不利益の
ないよう、継続実施に向け、準備を進めていく。

14
森林整備地域活動支
援事業

B C 市：現状維持
森林整備の促進の上では、貢献度の高い事業
である。平成２４年度からの国の動向の把握に努
めること。

平成２３年度より補助基準が変更となり、森林の５
ha以上の集約化と森林経営計画促進に対する
補助に変更になった。




